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空通事故相談日市政だより
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1 1月26日(火)

市役所第 1合議室

10時-15時
なるべ〈恵散に関係の

・頭をご待移下さい
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かわいい子供浮立

-・崎.a.!..

5001手の伝援を跨る寿吉踊

市民の祭り

4日

へ 4 

~ 

古式宣かに図下浮立の入噂

~ 
了 ー ル
汁司口言ホ

祭りの気分をIII'Jよげた得みこし

観客を魅7したコッコデショ

おおむら祭り

今年最高の人出

慈雲言芝府
軒

‘ 
お祭り広帽を色どった民舗の鎗

-哩，，-:.
郷土が跨る栓厳な鳳丸調

• 

ブラスパンドの入噂

z よt ー
市長のお祭りとして みなさんからしたしまれている

rおおむら祭りjは秋晴れの11月3目にぎやかに複り広げ

られました.乙の目お祭り広協となった市営摘助グラン ド

では 祭りの綬初を飾ってプラ スパンドが おなじみの酪

を演奏した後子供たちに人気のカーニバルが次々に笑い

を煩りま "ば、お祭りム ドは最高潮にi皇しました 続い

て総勢 150人からはる国下浮立が会式量制と入場してか

わいい子供浮立が観客の摘手を浴びました. 4朗人κ及ぶ

婦人会などの反問の総は会場にd _y ト花を咲かせ、続いて

同O年の伝統を~!jる翼手吉郎が 25年絞りに出演し注目を集め

ました.次に榔土が跨る黒丸爾が1士厳なじ"にも撃;l'J~誌を

ひろう した後、威勢よ〈 綿み乙しが入場すれば、お祭り気

分はー圏磁りより 級後にコ ッコデシヨ がー糸乱れぬ動き

で観宮令魅了し 「モッテコイ」の週鋭で2万を超える観客

は rおおむら祭りJを満喫しま した
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日
月

m
A
E
J
ロ
月

2
日

か
生
活
の部

に
し
よ
う

火
の
点
検
4

一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
ま
た
、
火
災
多
発
期
を

迎
え
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
生
活
の
一
部
に
し
よ
う
火
の
点

検
」
を
統

一
標
語
に、

全
国
い
っ

せ
い
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十

八
重
点
実
施
事
項
〉

て
家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

火
災
予
防
運
動

を
機
会
に
皆
さ
ん

の
家
庭
の
火
気
設

備
、
器
具
の
安
全

点
検
を
実
施
し
ま

し
ょ
v

つ。

二、

特
定
防
火
対

象
物

(不
特
定

多
数
の
人
の
出

入
す
る
建
築
物

な
ど
)
に
お
け

る
消
防
用
設
備

な
ど
の
保
安
及

び
避
難
訓
練
の

実
施
、
指
導
。

圏

っ

て

る

あ

せ

今

が

あ

な

た

三、

職
場

(危
険
物
施
設
含
む
)

に
お
け
る
防
火
点
検
実
施
呼
び

カ
け
.

四、

空
き
地
雑
草
の
刈
り
取
り

空
き
地
に
生
い
繁

っ
た
雑
草
は

枯
れ
る
と
火
災
の
危
険
が
あ
る
の

で
所
有
者
な
ど
は
早
自
に
刈
り
取

り
ま
し
ょ
う
.

玉
、
「
消
防
時
間
設
定
」

期
間
中
毎
日
午
後
八
時
を
「
消

防
の
時
間
」
と
定
め

一
分
間
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
火
の
元

の
点
検
、
確
認
を
励
行
し
て
下
さ

『
消
防
演
習
召
集

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
」

十
一
月
二
十
六
日
午
前
八
時
に

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン

(
十
五

秒
吹
鳴
、
六
秒
休
止
、
十
五
秒
吹

鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
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市 民 交 通 傷害保険

11月から保険金の増額

毎
日
の
よ
う
に
お
乙
る
痛
ま
し

い
交
通
事
故
に
そ
な
え
て
、
市
は

安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障
が
で
き

る
市
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
を
実

の

赤

信

号

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
十
一
月

一
日
か
ら
支
払
わ
れ
る
市
民
交
通

傷
害
保
険
金
が
次
の
と
お
り
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
・

・
:
八

十
万
円
(
現
行
五
十
万
円
)

二
、
け
が
を
し
て
失
明
し
た
り
、

片
手
ま
た
は
片
足
を
失
っ
た
と

き
:
:
:
五
十
万
円
(
同
三
十
万

円
)

三、

治
療
期
間
六
カ
月
以
上
:
:
:

十
二
万
円
(
同
九
万
円
)
治
療

期
間
五
カ
月
以
上
六
カ
月
未
満

.
・
・
・
・
・
九
万
円
(
同
七
万
五
千
円
)

治
療
期
間
四
カ
月
以
上
五
カ
月

未満・・・・・
・七
万
円
(
同
六
万
円
)

治
療
期
間
三
カ
月
以
上
四
カ
月

未
満
:
:
:
五
万
円
(
同
四
万
五

千
円
)
治
療
期
間
三
カ
月
未
満

.
・
・
・
・
・
現
行
ど
お
り
.

(
運
転
者
向
け
)

一 経の し申ん
般 営 面青 ま 告 で
にので色すをお
知合有申 ・さら
ら 理 利 告 れれ
れ 化 なを るる
て に ぱ さ よ人
青役かれ うは
色立りる
申 つ で と お是由な司 業 の 設 造 商 閣の青
告乙な、 す非業ど法や自業業業個で普色今
をとく税 す 青 をの 書医家 な、や人す及 申 月
さが、金 め色営自士 師営 ど 建 製 で ・ 月 告 は

告:つの「所得税

Lー青色申

ー・
‘ー

〉王

意

内

職

の

最
近
全
国
各
地
で
ハ
ガ
キ
に
よ

り
H
H

余
暇
を
利
用
し
て
高
収
入
を

望
む
方
へ
d

と
い
う
ふ
れ
こ
み
で

各
家
庭
婦
人
の
参
加
を
つ
の
り
会

費
を
徴
収
し
て
い
る
と
の
情
報
が

あ
り
ま
す
.
他
県
で
は
会
費
を
徴

， 

れ
る
人
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
.

青
色
申
告
を
さ
れ
る
と
数
々
の

特
典
が
あ
り
、
適
正
な
自
家
労
賃

の
控
除
や
引
当
金
、
準
備
金
な
ど

多
様
で
、
全
部
で
四
十
一
も
あ
り

ま
す
.

ま
ず
合
法
的
な
節
税
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
.

帳
簿
も
簡
単
な
も
の
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
記
帳
に

つ
い

て
も
税
務
署
の
ほ
か
、
実
費
に
近

い
価
額
で
税
務
相
談
所
や
青
色
申

告
会
が
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
.

気
軽
に
記
帳
が
で
き
る
し
、

事

業
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
.

見
直
さ
れ
た
青
色
申
告
の
制
度

に
是
非
ご
一
考
を
ノ

詳
し
く
は
税
務
署

へ
お
尋
ね
下

さ
い
.

誇

大

広

収
さ
れ
た
も
の
の
正
当
な
内
職
で

は
な
く
、
ま
た
賃
金
の
支
払
い
も

な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い

る
の
で
、
と
の
よ
う
な
誇
大
広
告

に
よ
る
被
害
が
な
い
よ
う
充
分
注

意
し
て
下
さ
い
。
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1 1月21日""'30日

全国寄生虫病予防運動旬間

りおおむ市政だより(3) 

圏

止

ま

り

ま

す

待

ち

ま

す

予防で健康宏身体を

虫
)
、

蟻
虫
、
担
虫
、
十
二
指
腸

虫、

鞭
虫
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
引
き
起
す
不
快
症
状
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
人
で
は
、
腹
痛
、
頭
痛
、
は

き
気
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
悪
心

貧
血
な
ど
色
々
起
り
、
そ
の
他
爪

に
し
わ
が
・よ
る
と
か
、
じ
ん
ま
し

ん
の
よ
く
出
る
人
が
あ
り
ま
す
。

子
供
で
は
、
元
気
が
な
く
な
り

眼
が
ど
ん
よ
り
力
が
な
く
、
学
力

が
低
下
し
て
運
動
を
い
や
が
っ
た

り
し
ま
す
。
叉
間
食
が
激
し
く
気

短
か
に
な
り
、
熟
睡
で
き
ず
パ
ン

ツ
を
汚
し
ま
す
。
そ
の
他
大
人
と

同
じ
よ
う
な
症
状
が
起
り
ま
す
.

き
て
、
乙
の
寄
生
虫
の
体
内
進

入
経
路
は
、
果
物
の
皮
、
生
野
菜

生
さ
か
な
、
漬
物
、
ま
な
板
、
そ

れ
と
入
浴
、
銭
勘
定
、
タ
タ
ミ
や

廊
下
、
畑
仕
事
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
進
入
経
路
を
断
つ
に

は
中
性
洗
剤
で
軽
く
洗
っ
た
後
、

車

の

き

れ

る

ま

で

菊
薫
る
式
場

流
水
で
よ
く
洗
い
お
と
す
と
か
、

タ
タ
ミ
な
ど
に
落
し
た
食
べ
物
は

拾
い
食
い
し
な
い
な
ど
、
注
意
さ

え
す
れ
ば
、
人
為
的
に
予
防
で
き

る
乙
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

こ
の
寄
生
虫
病
予
防
運
動
句
聞

を
契
機
と
し
て
、
予
防
策
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
明
る
く
健
康
な
身

体
事つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

(
歩
行
者
向
け
)

-ト4・・

教
育
功
労
者
を
表
彰

個
人

田

中

さ

ん

ら

6
人

団
体

大
村
史
談
会
な
ど

2
団
体

菊
薫
る
十
一
月
一
日
、
市
の
教

育
功
労
者
表
彰
式
が
市
役
所
の
大

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
式
辞
の
後
、
本

市
の
教
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
人

と
団
体
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
に

専
念
さ
れ
た
人
に
表
彰
状
の
授
与

と
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り、

来
賓

の
祝
辞
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
海
江

田
千
秋
さ
ん
が
謝
辞
を
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。

当
日
表
彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と

大
村
公
園
を
清
掃
奉
仕

十
月
二
十
日
(
目
)
午
前
八
時

大
村
公
園
の
朝
も
や
の
中
で
、
市

内
の
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
清
掃
奉
仕

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

(写
真
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
は
、
約
八
十
人
の
隊
ハ
団
)

お
り
で
す
。

表

彰

状

人
体
を
む
し
ば
む
寄
生
虫
は
年

年
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

地
域
的
に
は
ま
だ
か
な
り
保
虫
率

の
高
い
と
こ
ろ
が
統
計
的
に
出
て

い
ま
す
.

寄
生
虫
に
は
、
条
虫
(
サ
ナ
ダ

‘3
z
z
，‘、
2
2
.

，，E
.
E

・--、B

，・・
.... 、Br---
，E
、.. 2
・，，
e
・e

・-h

ん

与

主

昨

年

十

月

実
施
~

:

-

j

-

〉

け
J

さ
れ
た
住
宅
統
計
ザ

~
》
乏

円

~
査
汁
ソ
調
査
で
、
そ
の
調
A

j

-

九
一
閣
計
査
が
極
め
て
優
秀
い

v
z
a
け
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
ハ

叩
割
問
乙
の
度
栄
あ
る
内
ん

~
住
乞
閣
総
理
大
臣
賞
が
~

ゥ
、
叡
市
に
授
与
さ
れ
ま
一• 

A

j

し

た

。

ペ

.・・-
z
t
、.2
・.，，‘
.. f
、，
f
2
.
、、，
z
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.
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h
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田
中
善
典
殿

松
原
小
学
校
の
建
設
に
献
身
的

な
協
力
を
さ
れ
設
備
充
実
の
た
め

多
額
の
私
財
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

大
村
史
談
会

殿

永
年
に
わ
た
り
郷
土
史
の
調
査

研
究
と
公
聞
に
尽
力
さ
れ
「
大
村

史
話
」
発
刊
の
画
期
的
な
業
績
を

残
し
文
化
向
上
に
多
大
の
貢
献
を

==-E雪====-

買
が
、
野
外
を
活
動
の
場
と
し
て

ス
カ
ウ
ト
技
能
の
訓
練
や
心
身
の

鍛
練
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
奉
仕

活
動
も
訓
練
の
一
つ
と
し
て
続
け

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
緑
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
大
村
公
園
を
少
し
で
も
き
れ
い

に
し
よ
う
と
清
掃
活
動
に
取
り
く

ん
だ
も
の
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

さ
れ
ま
し
た。

高
瀬
初
代

池
尾
和
子

上
田
久
子

中
村
久
子

殿殿殿殿

三
十
年
余
の
永
い
間
ひ
た
す
ら

児
童
生
徒
の
教
育
に
専
念
さ
れ
、

そ
の
間
幾
多
の
人
材
を
育
成
し、

教
育
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た

感

謝

状

浜
口
ク
イ
殿

松
原
小
学
校
の
設
備
充
実
の
た

め
い
く
た
び
も
多
額
の
私
財
を
寄

贈
さ
れ
、
教
育
の
進
展
に
大
き
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
殿

史
跡
円
融
寺
跡
庭
園
を
五
カ
年

の
歳
月
と
多
額
の
浄
財
を
費
し
て

整
備
し
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

プ
の
人
に
も
広
援
に
か
け
つ
け
て

も
ら
い
、

桜
田
の
堀
の
周
辺
か
ら

大
村
神
社
付
近
ま
で
、
二
時
間
の

清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
美
し
い
ま
ち
。
つ

く
り
の
た
め
、
遊
び
た
い
休
日
を

奉
仕
作
業
に
精
出
す
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
隊
員
の

行
為
は
、
最
近
に
な
い
明
る
い
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。



樋

口

春

治

蒲

地

清

宮

本

昇
橋
本
満
男
楠
本
清
次

西

謙

太

郎

村

川

武

寿

指

方
武
男
古
賀
鐘
蔵
杉
本
速

人
脇
崎
正
義
丹
野
幸
雄

与
崎
喜
市
内
藤
三
次
山
田

小
太
郎

弁

石

茂

一
川
添
次

雄
福
田
謙
一
船
本
行
徳

犯

罪

の

な

い

明

る

い

ま

ち

づ

く

山

本

栄

浅

井

柳

原

隆

敏

田

添

謹

市

井

崎

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
の
人
【
鈴
田
地
区
】

喜
久
夫
村
島
康
司
桧
永
辰

々
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
の
拠
点

富
崎
八
重
光
音
琴
正
勝
国

三
郎
大
曲
九
州
男

青

木

勘

と

し

て

、

犯

罪

・

事

故

の

防

止

お

崎

千

歳

佐

藤

次

夫

桜

田

久

十

村

井

太

一

北

義

則

よ
び
、
少
年
補
導
な
ど
防
犯
上
の
雄
酒
井
千
守

楠

本

英

夫

田

中

保

治

長

野

尚

道

中

村

諸

問

題

に

つ

い

て

、

防

犯

協

会

と

渡

辺

勝

鈴

田

恒

雄

朝

長

末

蔵

田

中

信

一

上

松

裕

幸

警

察

を

結

ぶ

連

絡

の

窓

口

と

な

る

恒

雄

西

勉

平

松

正

暢

森

人

た

ち

(

防

犯

連

絡

所

長

)

が

次

【

大

村

地

区

】

武

志

江

口

正

喜

森

栄

の
と
お
り
委
嘱

さ

れ

ま

し

た

田

中

誠

蔵

鈴

木

信

幸

徳

富

松

本

健

次

溝

江

久

雄

井

石

【

三

浦

地

区

】

三

男

片

岡

重

雄

秘

尾

慎

一

弘

明

平

田

末

松

坂
口
敏
雄

原

敬

之

脇

崎

和

利

坂

上

柳

井

富

夫

見

明

直

雄

貞

秘

柴

田

大

寿

林

国

雄

中

山

貞

雄

堀

内

菊

雄

一

瀬

秋

夫

豊

市

指

方

辰

男

山

根

清

忠

小

西

守

串

崎

金

吾

梶

原

直

木

杉

本

肇

中

島

森

福

治

山

口

安

雄

佐

藤

吉

田

駒

雄

一

瀬

昭

男

稲

富

文

則

福

田

孝

雄

今

崎

正

昭

達

夫

朝

長

詠

詞

岩

長

繁

徳

康

親

浜

田

彊

清

水

邦

男

弘

民

子

供

た

ル

が

十

一

月

四

日

、

中

央

公

民

館

ち

也

九

ル

ち

が

夢

を

で

開

催

さ

れ

、

池

田

子

供

会

が

優

川

校

斗

ー

一

も

っ

て

そ

勝

し

ま

し

た

。

‘. 

L
山

二

一

ク

れ

ぞ

れ

に

優

勝

池

田

子

供

会

m

E
ン

独

創

的

な

入

選

片

町

第

二

・

水

田

・

下

川

印

池

コ

壁

画

を

競

杭

出

津

・

富

の

原

作

百

一

い

合

う

恒

佳

作

今

村

・

小

川

内

・

ひ

ま

川

製

髭

貯

軒

副

!

く

脳

間

間

主

伊

の

壁

画

わ

り

・

桜

馬

場

第

一

・

し

眉

間

コ

ン

ク

i

小
佐
古

楽

4
1

(4) 

明
る
い
ま
ち
鴨
つ
く
り

り

;犯j

;罪;
;防i
j止;
;のi
E宮;

i口;

む

防
犯
連
絡
所
長
を
委
嘱
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圏

清

待

ち

ま

す

車

の

き

れ

る

ま

で

止

ま

り

ま

す

田
中
正
二
郎

村

茂

田
崎
鶴

【
西
大
村
地
区
】

中

村

房

雄

朝

長

勇

朝

長

一

美

池

田

好

雄

古

賀

昇

林
田
光
次
村
木
一
雄
井
上

武
堆
本
多
正
己
谷
口
義
次

郎

中

山

勝

外

薗

強

高
月
兼
作
溝
上
太
久
馬
北

村

雅

巳

池

田

実

雄

林

大

己
林
田
熊
市
野
田
留
吉

松
尾
九
郎
田
中
文
夫
富
永

裕
吉
吉
田
繁
喜
永
友
勝
国

富

永

勇

前

野

淑

光

今

村

一
削
除
永
田
清
中
島
一
郎

相

田

儀

作

児

玉

幸

道

崎

常
一
片
桐
近
一
柳
田
静
太

郎

杢

尾

浩

哉

迎

恒

夫

烏
山
前
則
川
里
正
夫
氏
福

延
勝
川
口
長
市
陰
山
勝
馬

指
方
義
雄

出
口
安

隆

玉

木

登

内

出

保

池

田

茂

岡

本

勝

見

森

憲

次

中

村

八
郎
佐
々
木
貫
之
一
瀬

亘

川

上

圭

次

郎

中

本

一
典

林

忠

篤

福

田

巴

飯

笹

五

郎

次

原

口

与

永

田

光

雄
辻
田
清
人
三
村
清
敏

中

頭

吉

三

今

里

剛

宮

原

綱
雄
高
平
信
治
出
口
源
次

郎

田

添

勇

富

永

茂

樹

田

中

武

夫

林

田

清

雄

鹿

慶

治

開

徹

也

東

島

輝

司

(
歩
行
者
向
け

γ
橋

【
竹
松
地
区
】

米

山

静

大

塚

林

太

郎

東

勝
博
岩
添
光
治
宮
永
勝

喜

陣

内

忠

中

島

末

雄

田

中

マ

シ

堀

池

昇

田

中

義

野

辻

実

輝

田

福

重

友

久
保
利
男
竹
下
重
利
藤
井

与

沢

森

文

人

勢

戸

利

春

高
木
政
雄
吉
川
福
盛
鮎
川

次

夫

山

村

里

志

中

尾

明

高
野
要
太
郎
剖
上
茂
助
松

尾

武

染

石

常

雄

野

田

米

之

小

川

俊

美

今

道

実

徳
村
征
二

【
萱
瀬
地
区
】

伴

佐

一

郎

朝

長

清

見

田

中
惣
次
加
瀬
川
哲
夫
平
野

好

法

吉

村

重

利

禿

鶴

雄

長

田

美

成

今

富

侃

吉

松

勇
次
鈴
木
正
徳
鈴
木
久
男

【
福
重
地
区
】

松

尾

実

松

下

貞

義

本

山

九

市

川

津

進

雪

山

治

清

水

五

男

森

定

雄

磯

井

五

郎

岩

永

住

吉

赤

田

茂

【
松
原
地
区
】

橋
本
源
造
三
根
八
郎
中
嶋

鉄
之
助
山
下
辰
市
山
田
壮

一

久

保

航

辻

田

義

徳

浜
田
米
男
松
尾
八
郎
高
田

清
今
村
久
子
前
旧
武
良

福

嶋

要

川

添

勝

昭

山

道

喜

作

水

口

鶴

一

関

清

山

口

均

福

島

房

一

一
面
倒
閣
部
閣
…

暮
し
の
中
に

選
挙
が
あ
る

選
挙
は
私
た
ち
の
暮
し
を
V

よ
く
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
山

っ
て
、
自
分
の
判
断
で
自
分
中

の
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
人
J

を
市
議
会
や
県
議
会
な
ど
へ
山

送
る
こ
と
だ
と
思
い
交
す
。

過
去
小
選
挙
に
お
い
て
、

選
挙
運
動
の
み
に
く
い
面
を
へ

強
く
感
じ
た
り
、
に
が
い
後
山

味
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、

も
う
選
挙
は
イ
ヤ
だ
と
い
う
川

考
え
を
も
っ
人
が
あ
り
ま
す
~

が
、
私
た
ち
が
豊
か
な
ま
ち
h

を
作
り
、
明
る
く
楽
し
い
市
ヤ

民
生
活
を
築
い
て
い
く
た
め

υ

に
は
、
私
た
ち
と
選
挙
と
は
h

切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
関
川

係
に
あ
る
の
で
す
。

義
理
や
人
情
を
捨
て
、
議
γ

会
と
い
う
政
治
の
場
で
、
し
J

っ
か
り
活
動
で
き
る
人
を
選
小

び
出
す
の
が
私
た
ち
の
っ
と
円

め
で
す
。

ひ
い
て
は
豊
か
な
生
活
に
山

つ
な
が
る
の
で
す
。
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圏

き
J

を

つ

い

け

よ

う

ま

注
射
と
検
診

-
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
ょ
う

該
当
者
生
後
三
カ
月
以
上
経
過

し
た
人
で
初
回
投
与
を
う
け
て

い
な
い
人
、
お
よ
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
人
。

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
四
十

九
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
来
て
下
さ
い
。

禁
忌
者

ω発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患

者ω重
症
結
核
患
者
、

心
臓
血
管
系

疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄
養

障
害
者

ω種
痘
お
よ
び
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン

接
種
後

一
カ
月
を
経
過
し
て
い

な
い
人
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
持

っ
て
来
て
下
さ
い
。

募

集

-
市
立
幼
稚
園
園
児

を

募

集

会 場

市 役 所
12月3日

萱瀬 出張所 〈火〉

諏訪公民 館

三浦 診療所
12月4日

鈴田出張 所
〈水〉

竹松本町公民館 12月5日

福 重出張所 (木〉

中 地 区 公 民 館 12月6日

松 原出張所 (金〉

生ワクチン投与日程表

に

ち

と

お

る

み

入
園
資
格

昭
和
四
十
四
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

受
付
期
間

各
幼
稚
園
備
え
付
け

の
願
書
に
よ
り
十
一
月
二
十
日

か
ら
三
十
日
ま
で

に
直
接
幼
稚

園
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

た
だ
し
、
三
城
幼
稚
園
は
五
十

年
四
月
開
園
予
定
で
す
か
ら
市
教

育
委
員
会
庶
務
課
ま
た
は
三
城
小

学
校
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
ま
た
は
市

教
育
委
員
会
庶
務
課
へ
。

E式

験

-
調
理
師
試
験

※時間はいずれも午後2時....，3時

試
験
日
一
月
二
十
二
日

試

験

地

長

崎
市
、
佐
世
保
市
、

福
江
市

試
験
科
目

衛
生
法
規
、
食
品
学

公
衆
衛
生
学
、
調
理
理
論
、

栄

養
学
、
食
品
衛
生
学

受

験

資

絡

中

学
卒
業
以
上
で
、

調
理
の
経
験
二
年
以
上
の
人

た
だ
し
、
国
民
学
校
初
等
科
修

了
者
は
七
年
以
上

試
験
手
続

O
提
出
書
類

受

験
願
書
、
履
歴

書
、
学
歴
証
明
書
、
調
理
業

務
経
歴
証
明
書
、
写
真

(切 ち

だ

け

ど一一一ご寄付ありがとうございました一一一

村
部
さ
ん
一
家
へ

中
国
か
ら
四
十

九
年
ぶ
り
に
帰
国

さ
れ
た
村
部
さ
ん

と
一
家
に
、
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
物

心
両
面
に
わ
た
る

ご
援
助
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(
子
供
向
け
)

ム
杭
出
津
田
区
の
富
永
勇
さ
ん
は

て
妻
ア
サ
子
さ
ん
の
忌
明
に
当

り
金

一
封
を

ム
今
村
郷
の
富
永
ト
シ
さ
ん
は、

亡
夫
公
民
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一

封
を

ム
今
村
郷
の
中
島
又
則
さ
ん
は

亡
父
順

一
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金

一
封
を

ム
社
会
福
祉
協
議
会
の
家
庭
奉
仕

員

岩

永

フ
ミ
エ
さ
ん
は
米
国

カ
ナ
ダ
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
l
活
動

事
情
調
査
団
研
修
旅
行
に
参
加

さ
れ
た
お
礼
の
意
味
で
金
一

封

を
ム
久
原
郷
の
柴
江
ミ
ツ
子
さ
ん
は

亡
夫
豊
三
郎
さ
ん
の
忌
明
に
当

り
金
一
封
を

ム
日
泊
郷
の
坂
口
ト
モ
さ
ん
は
、

亡
夫
久
二
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一
封
を

×

ω
S
)
、
戸
籍
謄
本
文
は

抄
本
(
氏
名
変
更
の
場
合
)

O
試
験
手

数

料

千

円

O
願
書
の
提
出
期
間
及
び
場
所

十
一
月
十
五

t
三
十
日

大
村
保
健
所

予
備
講
習
会

長
崎
会
場
一
月
十
三
・
十
四
日

自
治
会
館

社
会
福
祉
事
業
費

へム
古
町
五
区
の
前

田
尚
子
さ
ん
は

亡
母
早
苗
さ
ん

の
忌
明
に
当
り

金

一
封
を

ム
武
部
郷
の
下
山

久
行
さ
ん
は
拾

得
物
の
報
労
金

を

佐
世
保
会
場

一
月
九
・
十
日

県
北
振
興
局

受

講

科

目

試

験
科
目
に
同
じ

手

数

料

受

講
料

千
五
百
円

用
紙
代

八
十

円

テ

キ

ス

ト

代

六

百

五

十

円

受
講
手
続

願
書
の
提
出
時
に
併

せ
て
申
込
む
こ
と
.

ム
諏
訪
郷
の
竹
島
稔
さ
ん
は
善
行

賞
と
し
て
会
社
か
ら
受
け
ら
れ

た
賞
金
を

ム
並
松
郷
の
出
口
マ
ツ
エ

さ
ん
は

亡
夫
精
治
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金

一
封
を

ム
玖
島
郷
の
松
尾
久
喜
さ
ん
は

、

亡
妻
俊
子
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金

一
封
を

心
身
障
害
児
へ

ム
一
松
山
郷
の
パ

1
ル
レ

l
ン
大
村

金
子
商
庖
か
ら
心
身
障
害
児
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
を
催
さ
れ
た
純
益

金
を

老
人
福
祉
の
た
め
に

ム
兵
庫
県
尼
ケ
崎
市
の
玉
の
海
梅

吉
さ
ん
は
タ
オ
ル
百
五
十
枚
を

ム
西
大
村
婦
人
会
(
会
長
喜
々
津

宮
子
さ
ん
)
は
衣
類
(
ね
ま
き

九
枚
、
雑
巾
三
十
枚
)
な
ど
を

催
し
も
の

-
市
内
小
学
校
音
楽
会

日
時

十
一
月
十
九
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館

市
教
育
委
員
会

市
小
学
校
音
楽
研
究
部
.

主 場
催所
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予
戦
リ
l
グ

A
パ

l
ト

B
パ

l
ト

沖
田

2
1
1
荒
瀬

諏
訪
2
1
0
沖
田

諏
訪
2
1
0
荒
瀬

中
里

2
1
1
植
松

植
松
2
|
O
宮
小
路

中
里

2

1
0
宮
小
路

日
泊
2
1
0
浦
二
区

日
泊
2
|
O
久
原
団
地

久
原
団
地
2
1
0
浦
二
区

C
パ

l
ト

決
勝
リ

l
グ

日
泊
2
1
0
中
里

中
里
2
1
0
諏
訪

日
泊

2
1
0
諏
訪

新 年名刺交換会

と き… 1月2日 11時

ところ…市民会館

申会 場 自 の
込 費所 時と恒

お例
玖 十六市午昭りの

市 島 二百民前和 実新
役郷月 円会十五施年
所二十 館 ー 十し 名
総 十日 時年ま刺
務五 ま ーす交
課 で ' 月。換
へに 二 会主

日を
次

相
談
日
時
十
二
月
五
日
(
木
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

相
談
を
担
当
す
る
人

人
権
擁
護
委
員

法

務

局

職

員

国
大
村
市
中
小
企
業

振
興
資
金
の
ご
利
用
を

一

社
会
福
祉
に
対
す
る
地
域
住
民
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
V

を

念

館

の

一

層
の
理
解
と
協

力

事

び

か

誰

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
~

M

ム宮

け
て
、
第
八
回
大
村
市
社
会
福
祉

の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
大
〉

川

の

力

本

民

へ

足

場

祉

一

市

大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
川

1

i

i

l
す
。
大
会
で
は
意
見
、

体
験
の
発
て
い
ま
す
。

…

町

側

解

お

即

日
五
日
匂
パ
パ
げ
汁
い
ぺ

日
時

叶
ト
リ
仁
三
日
日
(
火
)
…

一

地

理

社

山

口

ン

乙
は
大
村
民
踊
協
会
の
踊
り

と

ん
場
所

市
民
会
館

一

嬉
野
町
か
ら
文
化
舞
踊
演
芸
部

も

~

4、

そ

の

他

園
無
料
人
権
(
身
の
上
)

相
談
所
を
開
設

他
人
に
理
由
な
く
無
理
を
強
い

ら
れ
た
り
、
人
格
を
無
視
さ
れ
た

り
し
て
悩
ん
で
い
る
人
、
そ
の
他

一
般
の
法
律
問
題
で
苦
し
ん
で

い

る
人
は
次
の
と
お
り
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
遠
慮
な
く
お
い
で
下
さ

B
U
 

対
象

市
内
で
同

一
業
種
を

一
年

以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所

融
資
金
限
度
三
百
万
円

融
資
金
使
途
及
び
期
間

運
転
資
金

二
カ
年
以
内

設
備
資
金
三
カ
年
以
内

利
息
年
九
・
二
二
%

(含
保
証

料

一
・
二
一
一
労
)

取
扱
金
融
機
関

市
内
全
金
融
機

関
-
小
企
業
経
営

改

善

資

金

対
象

市
内
で
一
年
以
上
経
営
し

従
業
員
二
人
(
製
造
業
は
五
人
)

以
下
の
小
企
業
者

融
資
金
の
使
途
及
び
限
度
額

運
転
資
金
五
十
万
円

設
備
資
金

百
万
円

融
資

期

間

二

カ
年

利
息

年
七

μ

担
保
・
保
証
人

不
要

取
担
金
融
機
関

国
民
金
融
公
庫

経
由

※
い
ず
れ
も
申
込
及
び
詳
し
く
は

商
工
会
議
所
、
取
扱
金
融
機
関
、

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

.

-
勤
労
者
福
祉
信
用
保

証
基
金
の
ご
利
用
を

資
格

県
内
に
住
所
及
び
勤
務
先

の
あ
る
未
組
織
労
働
者
で
、
同

一
事
業
所
に
三
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
人

資
金
の
使
途
及
び
保
証
金
額

住
宅
資
金

取
得
資
金

二
百
万
円
ま
で

改
良
資
金
五
十
万
円
ま
で

生
活
資
金

五
十
万
円
ま
で

取
扱
金
融
機
関

十
八

・
親
和
各

銀
行
、

労
働
金
庫

※
申
込
及
び
詳
し
く
は
前
記
及
び

長
崎
県
労
政
福
祉
課
内
勤
労
者
福

祉
信
用
保
証
基
金

へ

圃
漂
流
物
を
拾
得

拾
得
物
件

ゴ
ム
ボ
ー
ト

(二
人

乗
)
一

隻

拾
得
場
所

玖
島
崎
南
岸

※
お
心
当
り
の
人
は
市
会
計
課
へ

t 

'" 

}

お

客

様

番

号

で

~

円

転

宅

や

入

居

な

ど

w

向

転
宅
や
入
居
の
連
絡
、
故

山

~

障
や
料
金
の
問
合
せ
な
ど
九

-

一
州
電
力
へ

ど
用
の
と
き
は
、

『

吋

住
所
、
氏
名
と
共
に
領
収
証
V

」

に
記
載
し
て
あ
る
お
客
様
番

一

}
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

~

日

九

州
電
力
で
は
、
た
く
さ

V

-

ん
の
台
帳
の
中
か
ら
、
お
客

一

司

様
の
台
帳
を
探
し
だ
し
て
事

町

内

務
処
理
を
す
る
わ
け
で
す
が

P

一
住
所
と
名
前
だ
け
で
は
探
す

-

A

の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

山

~

お
客
様
番
号
を
お
知
ら
せ
戸

一
下
さ
る
と
事
務
処
理
が
早
く

「

刊

で

き

ま

す

。

~

~

九
州
電
力

へ
ご
用
の
時
は

-

一

「お
客
様
番
号
も
お
忘
れ
な

九

州
く
」

お
願
い
し
ま
す
。

U
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